




























































対象の女性 高齢者 実施者 実施日 実施時間
A支部 4名 2名 8月 5 日（水） 13:00 ～ 14:30
B支部 4名 2名 8月20日（木） 10:00 ～ 11:30
C支部 4名 2名  8月11日（火） 9:00 ～ 10:30
D支部 4名 2名 8月12日（水）  10:00 ～ 11:30
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　結果（図１）高齢者の美容室に対する意識構造
おしゃれへの関心
　おしゃれの動機 　　　　　美容師に聞きたいこと
ha
美容室の利用
　　　　　おしゃれの実行状況
美容室の選択
美容室で得た印象
　　その他
　　髪型
・女性は死ぬまで綺麗でいたい
・髪型は一番大切である
・若い時から定期的に美容室を利用している
・家族が美容室を勧める
・ディサービスでおしゃれな人に会い美容意欲
を刺激された
・外出する時は綺麗にする必要がある
おしゃれをする理由
・若い時から化粧をしていないため
・もともと自分に自信がないため
・年をとって、美容に関心がなくなった
・仕事を辞めてから、化粧をしなくなった
・外出しなくなったため、化粧をしなくなっ
た
・健康を損って美容室に行けなくなった
おしゃれをしない理由
・美容室へ行くことが嬉しい
・マッサージが気持ち良い
・美容室のシャンプーは丁寧であ
る
・美容室のシャンプーは痛みが少
なくて楽
・施術時間が丁度良い
・美容師との情報交換が楽しい
・男性の美容師が増えていて感じ
が良い
・美容室が若い人達と接する良い
機会になる
満足、好印象
・シャンプーの手抜きを感じる
・美容室のシャンプー台は首が
痛くなる
・若い美容師の技術に勉強不足
を感じる
・若い美容師の意欲を感じられ
ない
・パーマをもっと短時間でかけた
い
・今の若い人の髪型は個性がな
い
不満、悪印象
・自分のヘアスタイルを理解
している
・ヘアスタイルを変えたくな
い
・付き合いがあり他店を利用
長年の利用
・待たずに済む
時間
・自宅に近い美容室
・駅やバス停に近い美容室
場所
・美容師の技術
・美容師や客と馴染みの関
人
・明るく雰囲気が良い
・車いすでも利用できる
店内の環境
・昔ながらの個人店が良い
・自分でカットすると綺麗に
できない
・ヘアスタイルを美容師に
任せている
・1、2カ月に１回カットする。
美容室でカットする
・自分でカットするが、まと
まらなくなったら美容室で
する
・家族が自分の髪をカット
する
・自分が家族の髪をカット
する
自宅でカットする
・スタイリングをしやすくする
・2、3カ月に１回パーマする。
パーマする
・くせ毛なので必要ない
パーマしない
・白髪染めをする
カラーする
・カラー剤が肌に悪いと思う
・染めると伸びてきた部分
が気になる
カラーしない
化粧
・基礎化粧だけする
・化粧品にお金をかけず
に工夫する
・UVケアをする
服装
・明るく綺麗な服装
・体系を補正する下着
・髪のボリュームが多く、短
くしないと、まとまらない
・さっぱりしたい
・若い時から短い髪が好き
・年をとったから短くしたい
カットする理由
・しみ、しわが増えた
・体型が変化した
・髪のボリュームが少なくなった
・カツラの付け方が難しい
・使用する化粧品が分からない
美容の気なる点
個人店
